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令和５年度第４回教育委員会定例会 会議録

◇ 開催年月日 令和５年７月１１日（火） １０時００分開会

１１時１５分閉会

◇ 開催の場所 教育総合センター女性第一・第二研修室

◇ 出席者

教育長        原之園 哲哉

委員         津曲 貞利

委員         立元 千帆

委員         小栗 有子

委員         前田 圭子

◇ 説明のため出席した者の職氏名

    管理部長     小村 真二    教育部長     佐土原 隆

    総務課長     九反 大介    学校整備室長   岩坪 秀樹

    施設課長     久保 浩一    文化財課長    圖師 みゆき

美術館副館長   池田 雅光    図書館副館長   小城 裕子

    学務課長     鶴田 紋太郎   学校教育課長   中村 武司

    学校 ICT 推進ｾﾝﾀｰ所長  木田 博  保健体育課長  池田  隆

    青少年課長   吉元 利裕    生涯学習課長   西國原 学

少年自然の家主幹 岩元 秀徳    中央学校給食センター所長  濱田 有希

◇ 書記

    総務課主幹    黒木 浩幸    総務課主査   上堀内 啓太
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◇ 議事日程

１ 開 会

２ 会議成立の宣言

３ 会議録署名者の指名

４ 会議の公開等について

５ 議 案

  定第２３号議案 代決処分の承認を求める件

         ［鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免について］

  定第２４号議案 代決処分の承認を求める件

           ［鹿児島市図書館協議会委員の委嘱について］

定第２５号議案  代決処分の承認を求める件

         ［鹿児島市立小中学校区審議会委員の委嘱について］

  定第２６号議案  代決処分の承認を求める件

           ［鹿児島市社会教育委員の委嘱について］

定第２７号議案  代決処分の承認を求める件

         ［鹿児島市少年自然の家運営協議会委員解嘱及び委嘱について］

  定第２８号議案  鹿児島市立美術館協議会委員の委嘱の件

  定第２９号議案  市立高等学校の教育振興に関する件

６ 報告事項

(1) 令和５年度教育委員会活動の点検・評価の実施について

(2) 鹿児島市立高等学校のスクール・ミッションの策定について

(3) 市議会関係の審議結果等について

(4) 教育委員会関係の主な行事について

７ その他

８ 閉 会
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◇ 会議要旨

１ 開会

教育長  ただいまから、令和５年度第４回教育委員会定例会を開会します。

     

２ 会議成立の宣言

教育長  本日は全員出席し、定足数に達していますので、会議は成立しています。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

３ 会議録署名者の指名

教育長  本日の会議録署名は、津曲委員と前田委員にお願いします。

４ 会議の公開等について

教育長  会議の非公開について、本日審議する７つの議案及び４つの報告事項のうち、

定第２８号議案は人事・人選等に係る案件、定第２９号議案及び報告事項（１）

は意思形成過程の案件ですので、非公開で傍聴を禁止する取扱いとしたいと思

いますが、ご異議ございませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もないので、そのように取り扱います。

教育長  それでは、議案審議に入りますが、今回の審議より、傍聴者への配慮の観点

から、まず、公開案件からご審議いただき、後ほど非公開案件の審議をお願い

したいと思います。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

５ 議案

定第２３号議案 代決処分の承認を求める件

〔鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免について〕

承 認

教育長  定第２３号議案について、総務課長、説明をお願いします。

事務局（総務課長） １ページをご覧ください。定第２３号議案、代決処分の承認を求

める件は、鹿児島市教育委員会の事務局及び教育機関の職員の任免について、

参照にあるように、教育委員会事務委任等規則第４条第１項の規定に基づき代

決したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、教育委員会の承認を得よ

うとするものです。内容については、２ページをご覧ください。７月１日付で

２名の職員の異動です。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等はございませんか。

（なしの声あり）
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教育長  ないようですので、定第２３号議案については原案どおりとすることでご異

議ございませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もございませんので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２４号議案 代決処分の承認を求める件

〔鹿児島市図書館協議会委員の委嘱について〕

承 認

教育長  定第２４号議案について、図書館副館長、説明をお願いします。

事務局（図書館副館長） ３ページをご覧ください。定第２４号議案、代決処分の承認

を求める件、鹿児島市図書館協議会委員の委嘱について説明します。４ページ

の名簿をご覧ください。協議会委員の任期満了に伴い、前の市ＰＴＡ連合会副

会長の中島 正義氏の後任として、７月１日付で同じく市ＰＴＡ連合会副会長

坂元 豪氏を新たに委嘱したものです。委員の任期は令和５年７月１日から令

和７年６月３０日までの２年間です。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等はございませんか。

教育長  なければ、定第２４号議案については原案どおりとすることでご異議ござい

ませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もございませんので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２５号議案 代決処分の承認を求める件

〔鹿児島市立小中学校区審議会委員の委嘱について〕

承 認

教育長  定第２５号議案について、学務課長、説明をお願いします。

事務局（学務課長） ６ページをご覧ください。定第２５号議案、鹿児島市立小中学校

区審議委員の委嘱の件についてご説明します。７ページの名簿をご覧ください。

市ＰＴＡ連合会の役員改選に伴い、小・中学校ＰＴＡ代表の市ＰＴＡ連合会副

会長の田實 澄恵氏を解嘱し、後任として７月１日付で、市ＰＴＡ連合会副会

長の田淵 千春氏を委嘱したものです。なお、市ＰＴＡ連合会副会長の川添

啓子氏については、引き続き副会長になったことから、継続し委嘱したもので

す。今回委嘱した委員の任期は、いずれも令和５年７月１日から令和６年６月
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３０日までの１年です。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等はございませんか。

（なしの声あり）

教育長  なければ、定第２５号議案については原案どおりとすることでご異議ござい

ませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もございませんので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２６号議案 代決処分の承認を求める件

〔鹿児島市社会教育委員の委嘱について〕

承 認

教育長  定第２６号議案について、生涯学習課長、説明をお願いします。

事務局（生涯学習課長） ９ページをご覧ください。定第２６号議案、代決処分の承認

を求める件、鹿児島市社会教育委員の委嘱についてご説明します。１０ページ

の名簿をご覧ください。団体組織の役員改選に伴う推薦者の変更はありません

でしたので、継続して市あいご会連合会副会長の柿元 まり子氏、そして、市

ＰＴＡ連合会副会長の川添 啓子氏を委嘱するものです。委員の任期は、令和

５年７月１日から令和６年６月３０日までの１年です。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等はございませんか。

（なしの声あり）

教育長  なければ、定第２６号議案については原案どおりとすることでご異議ござい

ませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もございませんので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２７号議案 代決処分の承認を求める件

〔鹿児島市立少年自然の家運営協議会委員の解嘱及び委嘱につい

て〕

承 認

教育長  定第２７号議案について、少年自然の家、説明をお願いします。

事務局（少年自然の家主幹） １２ページをご覧ください。定第２７号議案、代決処分

の承認を求める件です。鹿児島市立少年自然の家運営協議会委員の解嘱及び委
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嘱の件についてご説明します。１３ページをご覧ください。団体組織の役員改

選に伴い、社会教育関係団体代表の市保育園協会理事の秋元 涼子氏を解嘱し、

後任として６月１日付で同協会理事の東 靖子氏を委嘱したものです。今回委

嘱した委員の任期は、前任者の在任期間である令和６年４月３０日までの１年

間です。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等はございませんか。

（なしの声あり）

教育長  なければ、定第２７号議案については原案どおりとすることでご異議ござい

ませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もございませんので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

６ 報告事項

（2） 鹿児島市立高等学校のスクール・ミッションの策定について

教育長  報告事項（２）について、学務課長、説明をお願いします。

事務局（学務課長） 報告事項（２）鹿児島市立高等学校のスクール・ミッションの策

定に関する件についてご説明します。今回の報告は、各高校のスクール・ミッ

ションについて本年３月に委員の皆様からいただいたご意見をもとに、市立高

等学校活性化委員会や教育委員会事務局で検討し、策定したものです。それで

は、別紙報告事項（２）関係資料２ページをご覧ください。まず、スクール・

ミッションについて説明します。この資料は、令和３年１月に、令和の日本型

学校教育の構築を目指してというタイトルで出された中央教育審議会答申の

概要です。このページは答申の内、新時代に対応した高等学校教育の在り方に

ついてまとめた部分です。左の枠囲みをご覧ください。「（２）高校生の学習意

欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための各高等学校の特色化・

魅力化」の方策として示された一番目に、各高等学校の存在意義・社会的役割

等の明確化、学校の設置者は、各学校の存在意義や期待される社会的役割、目

指すべき学校像を明確化する形で再定義と記載されています。これは、これま

で各学校が教育目標や校訓、目指す学校像として示してきたものを学校の歴史

や伝統、現在の社会や地域の実情を踏まえて、また今後の社会像、地域像を見

据えて、目指す学校の在り方を教育委員会事務局で検討し、改めて整備しなお

すものです。それでは、１ページをご覧ください。市立３高校については、白

抜きの文章が今回策定した、スクール・ミッションです。それぞれの学校にお

いて、教育活動の特色・魅力を明確にするために、教育理念、育成すべき人物

像や期待される社会的役割等を表現しています。玉龍高校、県内初の公立中高

一貫教育校として、６か年を見通した継続した取組や、中高の交流を通して心
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身を鍛錬し、真の学力の向上を図り、「文武両道」を合い言葉に、一人一人の個

性を大切にしながら各人の可能性を最大限に伸ばし、豊かな人間性や国際性を

培う学校を目指します。商業高校は、県内の商業科の中心的な役割として、商

業教育の充実振興を担い、誠実、勤労の校訓の下、礼節と責任を重んじ、感謝

と自他共に大切にする優しい心を持った生徒を育成するとともに、各種運動・

文化系部活動において培った力を様々な分野で発揮し、地域社会等の発展に貢

献する人材を育成する学校を目指します。女子高校は、県内女子高のトップリ

ーダーとして、家庭科と商業科の資格取得や研究推進における中心的役割を担

い、建学の精神、雪に耐えて梅花麗しの下、高い専門性、美しい礼儀作法を実

践する中で、個性や能力を豊かに伸ばすとともに、各種運動・文科系及び生産

系部活動において、培った力を様々な分野で発揮し、地域社会等の発展に貢献

する人材を育成する学校を目指します。策定に当たっては、校訓や教育方針を

踏まえ、各学校と意見交換を行い、確認しながら進めてきました。これまで６

回実施した、市立高等学校活性化委員会においても、委員から意見をいただき

ながら、複数回にわたり協議を重ねてきたところです。また、このスクール・

ミッションを受け、各学校ではスクール・ポリシーである教育活動の指針を策

定するとともに、スクール・ミッションの趣旨を反映させた学校行事や授業を

実施していくことになります。なお、県教委においては、６１校の県立高校の

スクール・ミッションを、今回お示した文章の形式で策定し、まもなく発表す

る予定であると伺っています。策定したスクール・ミッションが形骸化するこ

となく、今後、生徒や教職員などがしっかりと内容を理解し、学校の合い言葉

として言い合えるくらい、実効性のあるものとなるよう、文章の要点をそれぞ

れ３点にまとめ、ポイントとして表現したものも合わせて示していこうと考え

ています。以上です。

教育長  スクール・ミッションにつきまして、何かご質疑等ございませんか。

委員  感想になりますが、一つ一つに想いが込められていると伝わりました。

教育長  おっしゃる通りです。県立学校も同様のものを作って発表されるということ

ですが、本来のスクール・ミッションの役割をきちんと果たすよう、今後も引

き続き、学校の活性化を進めていきたいと思います。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（3） 市議会関係の審議結果等について

教育長  報告事項（３）について、総務課長、説明をお願いします。

事務局（総務課長） ２３ページをご覧ください。報告事項（３）市議会関係の審議結

果等についてご説明します。令和５年第２回市議会定例会が、６月１２日から

６月２８日まで開催されました。教育委員会関係では、第１８号議案令和５年

度鹿児島市一般会計補正予算（第３号）の議案を提案し、２８日の最終本会議
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にて原案どおり可決されました。本会議における主な質問としては、不登校の

現状と対策や物価高騰に関する対策、市立高等学校の活性化などについて質問

が寄せられたところです。以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑等ございませんか。

（なしの声あり）

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（4） 教育委員会関係の主な行事について

教育長  報告事項（４）について、美術館副館長、説明をお願いします。

事務局（美術館副館長） タグチコレクションの資料をご覧ください。鹿児島市立美術

館特別企画展についてご説明します。夏フェス タグチアートコレクション展

については、８月１０日（木）～９月１０日（日）までの開催となります。タ

グチ・アートコレクションは、実業家・田口 弘氏、娘の美和氏の二代にわた

って取り組んでいる現代アートのコレクションです。１９９０年頃、キース・

へリングの版画に魅せられて始まった収集は、いまや現代アートの動向を地球

規模で概観するコレクションへと発展しています。本展は、タグチ・アートコ

レクションの中から、現代を代表する国際的なアーティストの絵画、彫刻、写

真など、本格的に紹介する九州初の展覧会です。また、世界で活躍する現代ア

ートの巨匠を、鹿児島市立美術館で初めて紹介するものとなります。６５０点

を超える同コレクションの中から、ロイ・リキシュタイン、アンディ・ウォー

ホル、ジェームズ・ローゼンクイスト、オノ・ヨーコ、キース・へリング、ト

ーマス・ルフ、ダミアン・ハースト、マシュー・バーニー、リチャード・モス、

草間彌生、杉本博司、森村泰昌、川俣正、大竹伸朗、奈良美智、村上隆、会田

誠、加藤泉、塩田千春、名和晃平など３４名による約４０点を紹介しています。

現代を代表する国際的なアーティストの絵画、彫刻、写真など約４０点を紹介

します。以上です。

教育長  素晴らしい展覧会ですので、ぜひご覧くださればと思います。ただいまの説

明について、何かご質疑等ございませんか。

（なしの声あり）

教育長  以上で公開案件は終わりになります。それでは、これから非公開案件の審議

審査に入りますので、傍聴人の方はご退席をお願いします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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５ 議案

定第２８号議案 鹿児島市立美術館協議会委員の委嘱の件

原案可決

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２９号議案 市立高等学校の教育振興に関する件

原案可決

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

６ 報告事項

(1) 令和５年度教育委員会活動の点検・評価の実施について

【 本 報 告 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

７ その他

教育長  事務局から何かありますか。

事務局 それでは、次回の日程についてご連絡します。次回の教育委員会定例会は、

８月１７日（木）午後１６時から、教育総合センター２階 女性第一・第二研

修室で開催を予定しています。以上です。

教育長  最後になりますが、小栗委員が任期満了でご退任ということで、ご挨拶をお

願いしたいと思います。

委員（小栗委員） （退任の挨拶）

８ 閉会

教育長  以上をもちまして、本日の定例会を終了いたします。

【以上】


